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養老元年（７１７年）、白山に登頂した泰澄は、最初に越前平泉寺白山神社から、
次に加賀の白山比咩神社から、最後に美濃の長滝白山神社から
それぞれ禅定（頂上）にいたる登山道を開きました。

それぞれの出発点を馬場といいます。今でも一部は登山道として歩かれていますが、約半
分は薮に埋もれてしまったり、自動車道になってしまったりしています。

近年、白山市の山岳会によって、加賀禅定道と美濃禅定道と一日で踏破する
「神駈道」というイベントが行われています。
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禅定道（ぜんじょうどう）とは、禅頂（山頂）に登ぼるまでの山道を言う。禅定道の起点
は修行の起点でもあり、起点またはその場所を「馬場（ばんば）」と呼ぶ。例として、白
山信仰での越前馬場、加賀馬場、美濃馬場などがある。

富士山・立山・白山などの霊山に登って修行することなども禅定という。奈良時代より、
高い山や、美しい山は霊山として山岳信仰の対象とされ、山地に於いて修行する者も現
れ、それらは後に修験道へと発展していった。

では、越前馬場、加賀馬場、美濃馬場という「白山三馬場」をご紹介しよう。

まず第一に、越前馬場・平泉寺白山神社の説明から始めます。

勝山市の公式ホームページによると、次のように記載されている。すなわち、

『　平泉寺は、霊峰白山(標高2702ｍ)の越前側登拝口に開かれた白山信仰の拠点寺院で、
今から1300年近く前、泰澄によって開かれたと伝えられます。

中世には北陸でも有数の勢力を有するようになり、現在の白山神社よりもはるかに広大な
境内に、数十の堂や社、数千におよぶ坊院が建ち並んでいたといわれます。
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ところが、天正２年(1574)、一向一揆との戦いで全山が焼失し、往時の姿を伝えるものは
ほとんど失われてしまいました。』

『　しかし、平成元年から始まった本格的な発掘調査によって、かつての境内の遺構が見
事に残っていることが判明しました。栄華をほこった中世平泉寺の全容が、いま、少しず
つ明らかになりつつあります。』・・・と。

越前馬場・平泉寺白山神社の境内は、上述のように当時は現在のものよりはるかに広大な
ものであったのだが、それでも現在の様子を見れば当時の面影を偲ぶことができる。現在
の様子は、次のホームページでご覧ください。

http://www.tripadvisor.jp/LocationPhotoDirectLink-g1021156-d1582690-i32352250-

また、上述のように、禅定道（ぜんじょうどう）とは、禅頂（山頂）に登ぼるまでの山道
を言い、禅定道の起点「馬場（ばんば）」は修行の起点でもあったのである。したがっ
て、白山修験道の修験者は、平泉寺白山神社を起点とする 禅定道（ぜんじょうどう）を
白山の頂上まで登っていったのである。現在は、その山道は無い。

平泉寺白山 禅定道（ぜんじょうどう）は、 平泉寺白山馬場から東の山を三頭山まで登
り、尾根伝いにまず法恩寺山の頂上に至る。そして、滝波川の上流（現在の小原ダムあた
り）までいったん降りて、小原峠を越えて手取川の流域に入る。そして、市ノ瀬からすぐ
に尾根に取り付いて、六万山の山腹をトラバースして、現在の「観光新道」のある尾根筋
を白山の頂上まで登っていくのである。

なお、現在、勝山市側から白山登山をするには、次のホームページがその典型的なもので
あろうかと思うので、ここにそれを紹介しておきたい。

http://www.geocities.jp/markx_hp/080810hakusan/album01.html

次は、加賀馬場・白山比咩神社の説明です。

加賀馬場・白山比咩神社の公式ホームページをご覧いただきたい。

http://www.shirayama.or.jp/index.html
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このホームページで加賀馬場・白山比咩神社に関する詳しいことが判るが、皆さんにとり
あえず御注目いただきたい点は、四点ある。加賀馬場・白山比咩神社の公式ホームページ
では次のように述べている。すなわち、

『　御鎮座二千百年を越える当社は、霊峰白山を御神体とする全国白山神社の総本宮で
す。』

『　獅子吼高原の裾野に広がる旧鶴来(つるぎ)町は、平成17年の合併により白山市となり
ました。』

『　一帯は白山に源を発する県内最大の河川「手取川」が形成する扇状地の扇頂にあた
り、古くから白山比咩神社・霊峰「白山」への参拝者や、特産品と日本海の海産物が行き
交う交易の要所として栄え、独自の民俗文化、食文化を築いてきました。
界隈には風情ある町並みや長い歴史を感じる歴史スポットが残り、獅子吼高原の豊かな自
然を利用したスカイスポーツで賑わう魅力的なエリアです。』

『　鶴来(つるぎ)には、老舗の料理旅館「和田屋」がある。』

http://w2292.nsk.ne.jp/skyshishiku/
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上の観光地図は、加賀馬場・白山比咩神社の公式ホームページの中のページです。獅子吼
高原、白山市立鶴来博物館、石川県ふれあい昆虫館、和田屋など地元の観光資源とリンク
が張ってあるので、 是非クリックしてください。鶴来のことがよく判るかと思う。

次は、美濃馬場・長滝白山神社の説明に入るとしよう。まずは、次のホームページをご覧
いただきたい。

http://kasugaisizenntomonokai.web.fc2.com/annnai20090913.html

次のような説明がなされている。すなわち、

『　美濃禅定道（みのぜんじょうどう）の起点となる美濃馬場（みのばんば）は、現在の
長滝白山神社（ながたきはくさんじ んじゃ）・白山長滝寺（はくさんながたきでら）で
す。主に、東海地方（とうかいちほう）の人達が白山へ登るための起点となっていまし
た。明治の神仏分離令 （しんぶつぶんりれい）以前には、神社とお寺が一体となってお
り、『白山中宮長滝寺（はくさんちゅうぐうながたきでら）』と呼ばれていました。

長滝寺は、泰澄大師（たいちょうだいし）が創建（そうけん）したと伝えられ、美濃地方
の白山信仰の拠点としての役割をながく担ってきました。全盛期には、 「六谷六院（６
たに６いん）、神社仏閣三十余宇（じんじゃぶっかく３０よう）、満山宗徒三百六十坊
（まんざんしゅうと３６０ぼう）を」擁していたと伝えら れており、「上り千人、下り
千人、ふもと千人」と言う言葉が残っているように、多くの人でにぎわう場所だったよう
です。
　戦国時代になると浄土真宗（じょうどしんしゅう）の勢力が拡大し、多くの松寺（しょ
うじ）が改宗（かいしゅう）す るなどして、長滝寺の勢力は衰えてしまいます。明治時
代の神仏分離令で、長滝白山神社と白山長滝寺（現在の長瀧寺）に分かれることになりま
すが、現在でも 神社と寺とが同じ境内にあり、『神仏習合（しんぶつしゅうごう）』の
姿を今に残しています。』・・・と。

美濃禅定道は、もちろん美濃馬場・長滝白山神社が起点となるのだが、最初に示した「白
山三馬場禅定道」の地図を良く見ていただくと、美濃禅定道は「石徹白」を通っている。
それは現在の白山南縦走路とほぼ同じ道である。現在の白山南縦走路は以下の地図の通り
である。

http://kasugaisizenntomonokai.web.fc2.com/annnai20090913.html
http://kasugaisizenntomonokai.web.fc2.com/annnai20090913.html




以上の通り、現在、美濃側から登る白山登山は石徹白が起点となっているが、そればかり
ではない。白山信仰を全国に宣伝した「御師（おし）」は石徹白の人であったという点も
あって、私は、ここで白山中居神社の説明をしておきたい。

「石徹白」のことについては、まず次のホームページをご覧いただきたい。

http://itoshiro.net/map/map00.html

http://itoshiro.net/map/map0201.html

石徹白の名所の簡単な説明が地図とリンクが張られているので、石徹白のことがおおよそ
判るだろう。念のために、石徹白の観光図を掲げておく。

http://kotobank.jp/word/%25E5%25BE%25A1%25E5%25B8%25AB
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